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満
開
の
桜
に
春
の
到
来
を
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
新
入
生
や
新
入
社
員
を

迎
え
、
気
持
も
新
た
に
新
年
度
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
と
い
う
方
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

今
回
の
J
C
O
M
M
通
信
は
、
第
八
回

日
本
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
開

催
の
詳
細
を
中
心
に
お
届
け
し
ま
す
。
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イ
ベ
ン
ト
案
内

第
八
回
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ 

開
催
の
お
知
ら
せ

第八回日本モビリティ ・
　　マネジメント会議 開催案内
● 主催：一般社団法人 日本モビリティ・マネジメント会議

● 会場：宮城県仙台市　仙台市民会館

● 共催：(社 )土木学会 ,仙台市　ほか

● 後援：国土交通省（予定）ほか

● 日時：

　2013 年 7 月 12 日 ( 金 )－7 月 13 日 ( 土 )

● 趣旨：

　　モビリティ ・ マネジメント （ＭＭ） は、 社会心理学や社会学
　などの 「学術的」 な知見を基盤とした、 人々にコミュニケー
　ションで働きかけることにより交通行動の自発的な変化を促す
　「実務的」 な交通施策です。 我が国におけるＭＭ施策が今
　後も効果的 ・ 広範に推進されることを目指して、 行政、 大学、
　コンサルタント等のＭＭ関係者が一堂に会する日本モビリティ
　 ・ マネジメント会議 （JCOMM） の第八回会議を開催いたします。

●　発表申し込み：
　　下記を JCOMM web ページ内の発表申込フォーム (https://
　　ssl.alpha-prm.jp/jcomm.or.jp/form/8th_presentation.htmll) に
　　記入のうえお申し込みください。 発表申し込みは無料です。

　①発表者 ・ 連名者の氏名 ・ 所属／勤務先、②代表者連絡先
　 ( 氏名、 住所、 tel、 e-mail )、③ＭＭで使用したツール展示
　の希望、④発表タイトル、⑤発表概要 （800 字以内 （厳守） で

　a) 背景と目的 200 字程度、 b) プロジェクトの内容 200 字程度、

　c) 効果 200 字程度、　d) 結論 200 字程度を記載）、⑥キーワード

  　※　発表申込締め切り ： 2013 年　4 月　12 日 ( 金 )

　　※　発表形式にはポスター発表 （ポスター掲示と説明）、 口頭発表
　　　　（スクール形式での口頭発表） の 2 通りありますが、 個々の発表
　　　　の形式については、 プログラム編成の都合により、 JCOMM 実
　　　　行委員会にて検討させて頂きます。

　　※　なお、 概要集には、 代表者の方の連絡先 （電話番号 ・ メール
　　　　 アドレス） を記載させて頂く予定にしております。 もし不都合ござ
　　　　 いましたら、 投稿時にその旨、 お申し出下さい。

●　参加申し込み：
　　下記を JCOMM web ページ内の参加申込フォーム (https://
　　ssl.alpha-prm.jp/jcomm.or.jp/form/8th_entry.html) に記入の上
　　お申し込みください。

　①氏名、②所属／勤務先、③連絡先 ( 住所、 tel、 e-mail)

　　※　参加申込締め切り日 ： 2013 年　6 月　21 日 ( 金 )

　　※　参加費 ( 資料代含む） 3,000 円

●　詳細：URL ： http://www.jcomm.or.jp/

●　問い合わせ先：
　　京都大学都市社会工学専攻藤井研究室内　JCOMM 事務局
　　　( 担当 ： 神田 ・ 田中 ・ 山川 ・ 藤井 )　　　tel: 075-383-7493

　

本
年
七
月
十
二
日
（
金
）
、
十
三
日

（
土
）
に
仙
台
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る
第

八
回
日
本
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会

議
（
Ｊ
C
O
M
M
）
の
詳
細
が
決
ま
り
ま

し
た
。
本
会
議
で
は
、
本
年
度
取
り
組
ま

れ
た
M
M
の
成
果
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

現
在
構
想
中
の
M
M
の
計
画
や
、
M
M
に

関
連
す
る
各
種
の
制
度
的
／
研
究
的
な

提
案
や
自
由
な
ア
イ
デ
ィ
ア
等
、
多
様
な

ご
発
表
の
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
M
M
に
つ
い
て
多
面
的
に
議
論
で
き

る
、
年
に
一
度
の
機
会
で
す
。
左
記
を
ご

参
照
の
上
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
皆
様
に
仙
台
で
お
会
い
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

会
議
（
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
）
は
、
我
が
国
に

お
け
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
Ｍ
Ｍ
）
施
策
が
効
果
的
・
広
範
に
推

進
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
行
政
、

大
学
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の
Ｍ
Ｍ
関

係
者
が
一
同
に
会
す
る
定
期
的
な
会
議

で
あ
り
、
本
会
議
を
通
じ
て
Ｍ
Ｍ
技

術
・
知
識
の
体
系
化
を
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
実
行
委
員
会

（
委
員
長
：
石
田
東
生
筑
波
大
学
大
学

院
教
授
）
で
は
、
国
内
の
様
々
な
Ｍ
Ｍ

に
つ
い
て
の
様
々
な
取
り
組
み
や
研
究

の
中
で
も
、
特
に
優
秀
な
取
り
組
み
や

研
究
を
選
定
し
、
そ
の
実
現
に
貢
献
し

た
個
人
（
複
数
可
）
あ
る
い
は
団
体

（
複
数
可
）
を
表
彰
い
た
し
ま
す
。
そ

し
て
、
本
賞
を
通
じ
て
、
Ｍ
Ｍ
の
「
実

務
発
展
」
と
「
技
術
発
展
」
を
期
待
し

ま
す
。
本
賞
の
趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
、

各
賞
候
補
に
奮
っ
て
ご
応
募
・
ご
推
薦

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

な
お
、
応
募
規
定
の
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。

【
各
賞
の
概
要
】

○
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
賞

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る

実
務
的
な
「
一
連
の
持
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
、
都
市
・
地
域

の
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
質
的
改
善
や
渋
滞
、
環
境

問
題
、
公
衆
の
健
康
増
進
問
題
や
都
市
構
造

問
題
な
ど
の
交
通
に
関
連
す
る
諸
問
題
の
解

消
に
向
け
て
、
効
果
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る

一
連
の
持
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、

個
人
（
複
数
可
）
あ
る
い
は
団
体
（
複
数

可
）
を
対
象
と
し
て
授
与
す
る
。

○
デ
ザ
イ
ン
賞

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る

実
務
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
実
際
に

使
用
さ
れ
た
マ
ッ
プ
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
フ
ォ

ル
ダ
ー
、
ア
ン
ケ
ー
ト
票
等
の
各
種
ツ
ー
ル

の
中
で
も
、
と
り
わ
け
秀
逸
な
デ
ザ
イ
ン
が

な
さ
れ
た
一
個
、
な
い
し
は
、
一
群
の
ツ
ー

ル
に
つ
い
て
個
人
（
複
数
可
）
あ
る
い
は
団

体
（
複
数
可
）
を
対
象
と
し
て
授
与
す
る
。

○
技
術
賞

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
務
に
資

す
る
技
術
の
発
展
に
、
顕
著
な
貢
献
を
な
し

た
「
研
究
業
績
」
に
つ
い
て
個
人
（
複
数

可
）
を
対
象
と
し
て
授
与
す
る
。

○
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一
連
の

取
り
組
み
の
中
で
実
施
さ
れ
た
「
実
務
的
な

一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
で
も
、
と
り
わ

け
、
都
市
・
地
域
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
質
的
改

善
や
渋
滞
、
環
境
問
題
、
公
衆
の
健
康
増
進

問
題
や
都
市
交
通
問
題
な
ど
の
交
通
に
関
連

す
る
諸
問
題
の
緩
和
に
実
際
に
大
き
な
貢
献

を
な
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
あ
る
い
は
、
そ

う
し
た
諸
問
題
の
抜
本
的
緩
和
に
繋
が
り
う

る
新
規
性
を
持
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

個
人
（
複
数
可
）
あ
る
い
は
団
体
（
複
数

可
）
を
対
象
と
し
て
授
与
す
る
。

イ
ベ
ン
ト
案
内

平
成
二
十
五
年
度
J
C
O
M
M
賞

候
補
募
集
に
つ
い
て

写真提供：仙台市観光交流課
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仙
台
市
で
は
「
せ
ん
だ
い
ス
マ
ー

ト
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し

て
、
次
の
ソ
フ
ト
Ｍ
Ｍ
施
策
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

①
転
入
者
Ｍ
Ｍ
…
…
生
活
の
足
と
し

て
公
共
交
通
を
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
転
入
者
や
東
日
本
大
震
災
に
よ

っ
て
仙
台
市
内
へ
の
避
難
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、
バ
ス
路
線

図
等
の
「
公
共
交
通
利
用
促
進
グ
ッ

ズ
」
の
配
布
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
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「
交
通
情
報
ツ
ー
ル
」
を
事
前
配
布

し
、
公
共
交
通
の
利
便
性
が
高
い
地

域
を
居
住
地
と
し
て
選
択
す
る
よ
う

促
し
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
を
図

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
仙
台
市
で

は
、
賛
同
を
得
ら
れ
た
大
学
に
対

し
、
マ
ッ
プ
作
成
費
用
等
の
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
マ
ッ
プ
情
報
の
更

新
な
ど
の
面
で
各
大
学
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

③
小
学
生
交
通
環
境
学
習
…
…
親
の

公
共
交
通
離
れ
に
よ
り
、
小
学
生
の

公
共
交
通
利
用
機
会
が
減
少
し
て
ま

す
が
、
仙
台
市
で
は
「
小
学
生
交
通

環
境
学
習
推
進
委
員
会
」
を
設
置

し
、
小
学
生
の
意
識
と
行
動
を
環
境

②
大
学
生
Ｍ
Ｍ
…
…
仙
台
周
辺
の
大

学
へ
の
入
学
予
定
者
に
対
し
、
各
大

学
の
在
学
生
が
独
自
に
製
作
し
た

　

㈱
福
山
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
『
自

然
環
境
と
調
和
し
た
快
適
な
国
土
づ
く

り
を
担
う
技
術
者
集
団
』
を
目
指
し
、

「
交
通
・
地
域
・
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

な
ど
」
の
六
分
野
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対

応
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
当
社
に
お
け
る
Ｍ
Ｍ
へ
の
取
り

組
み
と
し
ま
し
て
は
、
第
三
回
Ｊ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
Ｍ
に
お
き
ま
し
て
『
福
山
都
市
圏
に

お
け
る
ベ
ス
ト
運
動
を
核
と
し
た
モ
ビ

リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
で
関
係
機

関
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
賞
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

第
三
回
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
で
は
、
基
調
講

演
と
し
て
、
米
国
交
通
学
会
の
エ
リ
ッ

ク
氏
が
参
加
さ
れ
て
お
り
、
「
『
ベ
ス

ト
運
動
』
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
）
で
も
紹
介
し
て
欲
し

い
」
と
の
オ
フ
ァ
ー
を
頂
き
、
翌
年
五

月
に
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン
セ
バ
ス
チ
ャ
ン

に
て
紹
介
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
様
に
Ｍ
Ｍ
の
取
り
組
み
が
国

内
だ
け
で
な
く
、
国
外
で
も
熱
心
に
研

究
・
実
践
さ
れ
、
会
議
の
場
で
意
見
交

流
が
な
さ
れ
、
多
く
の
地
域
と
人
々
に

浸
透
す
る
こ
と
が
、
我
々
の
直
面
し
て

い
る
交
通
課
題
・
環
境
問
題
な
ど
の
解

決
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｍ
Ｍ
の
思
想
は
私
ど
も
の
傍

ら
に
常
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
最
近
で

は
、
Ｍ
Ｍ
業
務
だ
け
で
な
く
、
通
常

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
広
報
資
料
、

ひ
い
て
は
社
内
用
資
料
に
お
い
て
も

Ｍ
Ｍ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
取
り
込
み
、

受
け
手
に
響
く
資
料
づ
く
り
に
な
る

よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

J
C
O
M
M
法
人
会
員
紹
介

    v
o
l.1
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㈱ 

福
山
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

▲　写真 交通フェスタ2012での仙台市の展示風景

第二十一回

 

仙
台
市
独
自
の

　
　
　

ソ
フ
ト
施
策

 
　

 

「
せ
ん
だ
い
ス
マ
ー
ト
」

に
配
慮
し
た
も
の
に
変
え
、
公
共
交

通
利
用
者
と
し
て
育
成
す
る
た
め
、

モ
デ
ル
授
業
を
通
じ
て
学
習
プ
ラ
ン

や
教
材
を
作
成
し
、
「
交
通
環
境
学

習
」
の
普
及
に
向
け
た
検
討
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

　

「
せ
ん
だ
い
ス
マ
ー
ト
」
に
お
け

る
一
連
の
取
り
組
み
は
、
対
象
者
に

合
わ
せ
て
展
開
し
て
い
る
た
め
、
効

率
的
か
つ
効
果
的
に
公
共
交
通
利
用

促
進
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
（
仙
台
市
公
共
交
通
推
進
課及

川
純
一
）

「なぜ、クルマを控えなければならないのか」を人々に理解してもらえなければ、
MMの効果は限られたものになります。このコーナーでは、ＭＭの重要なツール
である動機付け冊子に着目し、各地の事例を紹介します。

どうして
クルマをひかえなきゃ

ならないの ?

動機付け冊子
vol.4

拝見 !

■事例：箕面市コミュニティバスのばすいくプロジェクト

　　　　（コミュニケーション誌「ばすいく」）

★動機付け情報の解説：

2010 年 9 月から大阪府箕面市内ではコミュニティバス （オレン

ジゆずるバス） が運行を開始しました。 その一環で 「ばすいく」

プロジェクトをすすめています。 「ばすいく」 にはバスで行くだ

けではなく 「バス育」 の意味も込めています。 バスで豊かな生

活を育む、 バスでお互いを思いやれる心を育む、 そんなバス

に地域のみんなで育むことを目指しています。 大学生がオレン

ジゆずるバスを使って箕面市内の地域資源 （朝市や温泉、

スィーツなど） を堪能するばすたびの模様やいろいろな特典を

用意してもらっているサポーター店などを紹介するコミュニケー

ション誌 「ばすいく」 を発行しています。

（素案作成 ：大阪大学、 デザイン ： バード ・ デザインハウス）

▲　写真 サンセバスチャンにおける発表風景
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